	温泉地名
利用施設名
採水位置
泉質
源泉の温度
供用場所での温度
温　　度　　　　　　　℃（分析時の温度）
蒸発残留物　　　　　　mg/kg　　水素イオン濃度（pH）
試料１kg中の成分の分量
(1)陽イオン
ﾐﾘｸﾞﾗﾑ
(mg)
(2)陰イオン
ﾐﾘｸﾞﾗﾑ
(mg)
水素イオン
(H+)
フッ素イオン
(F-)
リチウムイオン
(Li+)
塩素イオン
(Cl-)
ナトリウムイオン
(Na+)
臭素イオン
(Br-)
カリウムイオン
(K+)
ヨウ素イオン
(I-)
マグネシウムイオン
(Mg2+)
水酸イオン
(OH-)
カルシウムイオン
(Ca2+)
硫化水素イオン
(HS-)
アルミニウムイオン
(Al3+)
硫酸水素イオン
(HSO4-)
マンガンイオン
(Mn2+)
硫酸イオン
(SO4２-)
鉄（Ⅱ）イオン
(Fe2+)
リン酸二水素イオン
(H2PO4-)
リン酸水素イオン
(HPO42-)
炭酸水素イオン
(HCO3-)
炭酸イオン
(CO32-)
(3)遊離成分
①非解離成分
ﾐﾘｸﾞﾗﾑ
(mg)
②溶存ガス成分
ﾐﾘｸﾞﾗﾑ
(mg)
メタケイ酸
(H2SiO3)
遊離二酸化炭素
(CO2)
メタホウ酸
(HBO2)
遊離硫化水素
(H2S)
メタ亜ヒ酸
(HAsO2)
(4)その他の微量成分
銅イオン
(Cu2+)
鉛イオン
(Pb2+)
総ひ素
総水銀
溶存物質総量（ガス性のものを除く）
mg/kg
含有成分
分析年月日　　　　　　　　年　　月　　日
登録分析機関
登録番号
　使用源泉名
	温泉利用の注意（飲用）

	
	温泉法第18条の規定による掲示

	
	温泉療養の場合、飲用効果が大きいといわれていますが、この掲示をよく読んで、正しい温泉飲用を行いましょう。

	
	適応症及び禁忌症
　ここの温泉を飲用すると次のような疾患や症状に効果がありますが、反面、飲用するとかえってさしさわりがある疾患等もありますので、よく注意して飲用しましょう。
(1)適応症（飲用すると効果がある疾患及び症状）
(2)禁忌症（飲用を控えた方が良い疾患及び症状）
　飲用限度量（１日の量）
　ｍℓ
※　　　 を含むため。
※15歳以下は、飲用をさけること。
ただし、１回あたりの限度量　     　ｍℓ
※遊離炭酸（遊離二酸化炭素）を含むため。
	
	飲用の心得
(1)決められた場所で飲用してください。 
(2)ゆっくりと１口ずつ飲用してください。
(3)温泉飲用の１回の量は一般に100～150mL程度とし、１日の総量はおよそ200～500mLまでとしてください。
この温泉は、そのほかに飲用量の制限があります。
(4) 15歳以下の人については、飲用を避けてください。ただし、専門的知識を有する医師の指導を受ける飲泉についてはこの限りでありません。
(5) 飲泉療養に際しては、専門的知識を有する医師の指導を受けてください。また、服薬治療中の人は、主治医の意見を聴いてください。
(6) 飲泉場所から温泉水を持ち帰って飲むことはやめてください。
(7) 飲泉は一般に食事の30分程度前に行うことをおすすめします。
令和　　年　　月　　日
　

	
	
	
	


